
（
復
興
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

復
興
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
平
成
二
十
八
年
政

令
第
三
十
二
号
）

第
四
条
第
二

項

第
五
十
七
条

の
地
方
支
分

部
局
の
長

第
五
十
七
条
の
地
方
支
分
部
局
の
長
、
復
興

庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十

五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
職
若
し
く
は
同

法
第
十
七
条
第
一
項
の
地
方
機
関
の
長

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条

約

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
百
三
十
六
号
の
二
を
第
四
百
三
十
六
号
の
三
と
し
、
第
四
百
三
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
三
十
六
の
二

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五

号
）

（
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
号
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）の
作

成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
十
三
号

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
五
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
十
項
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
六
項
中
「
四
十
七
万
円
」
を
「
四
十
八
万
円
」に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
十
号
中
「
五
十
二
万
円
」
を
「
五
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
九
号
中
「
十

七
万
円
」
を
「
十
九
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
四
十
七
万
円
」
を
「
四
十
八
万
円
」
に
、「
二
十
六
万

円
」
を
「
二
十
六
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
二
十
六
万
円
」
を
「
二
十
六
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同

号
ハ
中
「
四
十
七
万
円
」
を
「
四
十
八
万
円
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
第
二
項
第
六
号
中
「
五
十
二
万
円
」
を
「
五
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
六
号
中
「
十
七
万

円
」
を
「
十
九
万
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
日
（
同
令
第
二
十
九
条
の
四

の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。）が
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
お
け

る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
附
則
第
四
条
第
二
項
及
び

第
三
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
度
以
後
の
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
七
年
度
分
ま
で
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
プ
ラ
ス
三
箇
国
マ
ク
ロ
経
済
調
査
事
務
局
を
設
立
す
る
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
二
号

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
プ
ラ
ス
三
箇
国
マ
ク
ロ
経
済
調
査
事
務
局
を
設
立
す
る
協
定

締
約
者
は
、

地
域
に
お
け
る
国
際
収
支
及
び
短
期
的
な
流
動
性
に
関
す
る
困
難
に
対
処
す
る
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
プ
ラ

ス
三
箇
国
の
枠
組
み
の
下
で
流
動
性
に
係
る
多
数
国
間
の
支
援
に
関
す
る
取
決
め
を
確
立
す
る
チ
ェ
ン
マ
イ
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
の
多
数
国
間
化
（
以
下
「
Ｃ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
」
と
い
う
。）を
想
起
し
、

Ｃ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
の
当
事
者
が
、
Ｃ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
の
下
で
監
視
機
関
を
設
立
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
プ
ラ
ス
三
箇
国
の
財
務
大
臣
に
よ
る
会
合
の
発
議
に
基
づ
き
、
二
千
十
一
年
に
有
限
責
任
法

人
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
プ
ラ
ス
三
箇
国
マ
ク
ロ
経
済
調
査
事
務
所
（
以
下
「
有
限
責
任
法
人
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
」
と
い
う
。）

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
認
識
し
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
プ
ラ
ス
三
箇
国
マ
ク
ロ
経
済
調
査
事
務
局
が
地
域
の
独
立
し
た
監
視
機
関
と
し
て
効
果
的
に

機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
事
務
局
を
完
全
な
法
人
格
を
有
し
、
か
つ
、
有
限
責
任
法
人
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
の
役
割
を

引
き
継
ぐ
国
際
機
関
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
を
希
望
し
、


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